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この議会だよりは、環境保護のため、
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臨時会・定例会議案議決結果…11
各委員会の審査内容と結果………12
議会活動報告 他……………16
議会日誌 他…………………17
未来を紡ぐ～若者×議会～ 他……18

臨時会・定例会議案議決結果 他…2
市長所信表明………………4
代表質問……………………5
一般質問……………………7
議会に関する市民アンケート…9

12月定例会日程（予定）

　　●開　　会  11月30日（水）
　　●代表質問  12月12日（月）
　　●一般質問  12月13日（火）
　　●閉　　会  12月16日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●11月25日（金）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。
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未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　私は現在デンマークに留学をしています。その中
で都留市の魅力を改めて感じます。
　美しい自然に囲まれていること、人と人の心の距
離が良い意味で近いことなどから、多くの幸福を得
られます。そしてゆったりと生きることができます。
生きるスピードがゆっくりであるデンマークと似た
ところを感じます。
　都留市には、このゆったりで自然との調和を強
みとしつつ、経済発展で若者が集まる活気を生み
出していく体制を創ることを望みます。

これからの都留市に望むこと

都留文科大学　
文学部国際教育学科　３年

米野　翼さん

都留文科大学　
文学部英文学科　４年

峯岸　実咲さん

　未だ終わりの見えないコロナ禍が続く現在です
が、いつの時代も少しでも生きやすい環境を求め
て期待を寄せる先が政治だと思っています。
　しかし、市民の声を反映させるための議会制度
や政治そのものへの信頼が揺らぐような出来事や
瞬間が多くあるのも事実です。
　そうした中で、不安や不信感を抱き、声を上げる
ことをあきらめずに、選挙権の行使などを通して少
しでも自分の意見を表明し続けていきたいと思い
ます。

選挙権や議会制度について感じていること

　
秋
も
深
ま
り
見
事
な
紅
葉
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
に
は
ミ
ラ
イ
桂
川
が
主
催

す
る
蒼
竜
峡
の
清
掃
が
行
わ
れ
、
桂
川

で
釣
り
を
行
っ
て
い
る
多
く
の
県
内
外

の
釣
り
人
が
参

加
す
る
中
、
私

共
も
有
志
で
参

加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
大
雨
の

影
響
で
「
ゴ
ミ

は
少
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た

が
、
ト
ラ
ッ
ク

１
台
分
の
ゴ
ミ

が
短
時
間
で
集

ま
り
、
そ
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
「
桂
川
を

き
れ
い
な
川
に
し
よ
う
」
と
す
る
思
い

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
で
は
例
年
、
議
会
報
告

会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
今
年
も

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
本
年
は
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
で
は
議
会
改
革
特
別
委

員
会
I
C
T
化
小
委
員
会
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
13
回
の
会
議
を

開
催
し
、
調
査
研
究
を
重
ね
導
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
12
月
定
例
会
よ
り
使
用
す
る

予
定
で
す
が
、
今
後
災
害
時
に
も
活
か

せ
る
よ
う
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
に
議
会

を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
議
会
傍
聴
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
傍
聴

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
議
員
一
同

も
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
つ
よ
う
日
々
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
　
藤
江
　
喜
美
子

小
中
学
生
の
部

　

　
　「
ニ
ジ
イ
ロ
ト
カ
ゲ
」

　名
取

　結
希
翔

一
般
の
部

　
　「
身
体
も
」

　佐
藤

　歩
咲



つる市議会だより　23　つる市議会だより

議会に関する市民アンケートを実施します
　令和4年度議会報告会は、新型コロナウイルス感染症のまん延状況を考慮し、中止する
こととし、代替事業として「議会に関する市民アンケート」を実施いたします。
　市議会議員は市民の皆さんから信託を受けた代表です。皆さんが日頃お考えになっていること、
感じていらっしゃることを市議会へお寄せください。
※アンケートの回答は、9～10ページのアンケート用紙をご利用ください。また、市ホームページの特設ページ
　からもご回答いただけます。

アンケート

議
第
53
号
　
都
留
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

議
第
54
号
　
都
留
市
税
条
例
等
中
改
正
の
件

議
第
55
号
　
都
留
市
立
学
校
設
置
条
例
中
改
正
の
件

議
第
56
号
　
都
留
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

議
第
58
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
０
億
６
千
１
５
６
万
９
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
億
８
千
９
９
１
万
４
千
円
を
追
加

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
事
業
の
増
額
や
L
I
N
E
ア
プ
リ
を
基
盤
と
し
た
各
種
予

　
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
た
め
の
出
張
申
請
支
援

　
な
ど
の
経
費

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
７
万
９
千
円
を
追
加

　
　
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
要
す
る
経
費
な
ど

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
千
８
０
７
万
６
千
円
を
追
加

　
　
新
た
な
水
道
施
設
の
整
備
や
水
質
検
査
に
要
す
る
経
費
（
田
原
・
上
谷
及
び
下
谷

　
地
区
の
一
部
な
ど
）

　
●
農
林
水
産
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円
を
追
加

　
　
都
留
西
部
地
区
の
農
業
生
産
基
盤
と
生
活
環
境
を
総
合
的
に
整
備
す
る
費
用

　

　
●
商
工
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
千
万
円
を
追
加

　
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
●
土
木
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
５
０
万
円
を
追
加

　
　
杉
の
木
沢
河
川
（
小
野
地
区
）
に
お
け
る
自
然
災
害
防
止
や
急
傾
斜
地
崩
落
対

　
策
の
経
費

　
●
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
０
万
円
を
追
加

　
　
学
び
の
み
ら
い
づ
く
り
事
業
に
お
い
て
企
業
人
材
の
派
遣
を
受
け
る
た
め
の
経
費

議
第
59
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
３
千
５
０
２
万
１
千
円
を
追
加

　
　
国
庫
支
出
金
等
の
償
還
金

議
第
60
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
８
千
６
５
０
万
円
を
追
加

　
　
滝
下
浄
水
場
敷
地
内
に
新
た
な
水
源
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

議
第
61
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
3
5
9
万
円
を
追
加

　
　
水
道
管
の
移
設
、
付
け
替
え
経
費

議
第
63
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
６
２
４
万
５
千
円
を
追
加

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
12
歳
以
上
を

　
　
対
象
と
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

　
　
小
児
（
5
〜
11
歳
）
の
追
加
接
種
（
3
回
目
）
、

　
　
乳
幼
児
の
初
回
接
種
（
1
・
2
回
目
）
を
10
月
か
ら

　
　
開
始
す
る
た
め
の
経
費

認
第
1
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

認
第
2
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

認
第
3
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

認
第
4
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

認
第
5
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

　 議
第
50
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
２
千
６
０
０
万
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
千
６
０
０
万
円
を
追
加

　
　
生
活
困
窮
者
緊
急
生
活
支
援
金
給
付
事
業

　
　
生
活
困
窮
者
及
び
家
計
急
変
世
帯
に
対
し
て
１
世
帯
あ
た
り
１
万
５
千
円
を
支
給

　
し
ま
す
。

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
千
万
円
を
追
加

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月
間
免
除
す
る
た
め
の
、
水
道
事
業
会
計
及
び
簡

　
易
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金

　
●
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
令
和
4
年
度
の
小
中
学
生
の
学
校
給
食
費
の
う
ち
、
5
〜
10
期
の
支
払
い
を
免
除

　
し
ま
す
。

議
第
51
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
５
６
万
４
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月
間
免
除
し
ま
す
。

議
第
52
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
２
４
３
万
６
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月
間
免
除
し
ま
す
。

議
第
57
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
の
件
（
田
原
交
流
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
団
体
の
名
称

　
　
　
　
　
k
i
b
a
r
i 

合
同
会
社

　
　
　
　
　
指
定
期
間
　
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
10
年
3
月
31
日
ま
で
（
5
年
間
）

議
第
62
号
　
契
約
締
結
の
件
（
都
留
市
保
健
福
祉
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
改
修
工
事 

第
一
期
工
事
）

　
　
　
　
　
契
約
金
額  

1
5
4
，
0
0
0
，
0
0
0
円

　
　
　
　
　
工    

　
期  

令
和
4
年
9
月
26
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
5
年
3
月
15
日
ま
で

議
員
提
出
意
見
書
案
第
3
号

　
加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ
ら
な
い
小
学
校
三
十
五

　
人
学
級
の
実
施
、
中
学
校
で
の
三
十
五
人
学
級
の
実

　
施
、
教
職
員
定
数
改
善
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負

　
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
意
見
書

諮
問
第
1
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見

　
　
　
　
　
　
を
求
め
る
件

　
〇
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
桂
町
　
志
村 

武
寛

臨時会・定例会で決まった主なこと7月
臨時会

9月
定例会

条
例
改
正
（
4
件
）

補
正
予
算
（
5
件
）

人
事
案
件
（
1
件
）

そ
の
他
（
2
件
）

請
願
・
陳
情
（
1
件
）

補
正
予
算
（
3
件
）

決
算
認
定
（
5
件
）

令
和
４
年
７
月
臨
時
会
で

決
ま
っ
た
主
な
こ
と

令
和
４
年
９
月
定
例
会
で

決
ま
っ
た
主
な
こ
と



つる市議会だより　23　つる市議会だより

議会に関する市民アンケートを実施します
　令和4年度議会報告会は、新型コロナウイルス感染症のまん延状況を考慮し、中止する
こととし、代替事業として「議会に関する市民アンケート」を実施いたします。
　市議会議員は市民の皆さんから信託を受けた代表です。皆さんが日頃お考えになっていること、
感じていらっしゃることを市議会へお寄せください。
※アンケートの回答は、9～10ページのアンケート用紙をご利用ください。また、市ホームページの特設ページ
　からもご回答いただけます。

アンケート

議
第
53
号
　
都
留
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

議
第
54
号
　
都
留
市
税
条
例
等
中
改
正
の
件

議
第
55
号
　
都
留
市
立
学
校
設
置
条
例
中
改
正
の
件

議
第
56
号
　
都
留
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

議
第
58
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
０
億
６
千
１
５
６
万
９
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
億
８
千
９
９
１
万
４
千
円
を
追
加

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
事
業
の
増
額
や
L
I
N
E
ア
プ
リ
を
基
盤
と
し
た
各
種
予

　
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
た
め
の
出
張
申
請
支
援

　
な
ど
の
経
費

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
７
万
９
千
円
を
追
加

　
　
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
要
す
る
経
費
な
ど

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
千
８
０
７
万
６
千
円
を
追
加

　
　
新
た
な
水
道
施
設
の
整
備
や
水
質
検
査
に
要
す
る
経
費
（
田
原
・
上
谷
及
び
下
谷

　
地
区
の
一
部
な
ど
）

　
●
農
林
水
産
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円
を
追
加

　
　
都
留
西
部
地
区
の
農
業
生
産
基
盤
と
生
活
環
境
を
総
合
的
に
整
備
す
る
費
用

　

　
●
商
工
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
千
万
円
を
追
加

　
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
●
土
木
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
５
０
万
円
を
追
加

　
　
杉
の
木
沢
河
川
（
小
野
地
区
）
に
お
け
る
自
然
災
害
防
止
や
急
傾
斜
地
崩
落
対

　
策
の
経
費

　
●
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
０
万
円
を
追
加

　
　
学
び
の
み
ら
い
づ
く
り
事
業
に
お
い
て
企
業
人
材
の
派
遣
を
受
け
る
た
め
の
経
費

議
第
59
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
３
千
５
０
２
万
１
千
円
を
追
加

　
　
国
庫
支
出
金
等
の
償
還
金

議
第
60
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
８
千
６
５
０
万
円
を
追
加

　
　
滝
下
浄
水
場
敷
地
内
に
新
た
な
水
源
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

議
第
61
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
3
5
9
万
円
を
追
加

　
　
水
道
管
の
移
設
、
付
け
替
え
経
費

議
第
63
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
６
２
４
万
５
千
円
を
追
加

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
12
歳
以
上
を

　
　
対
象
と
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

　
　
小
児
（
5
〜
11
歳
）
の
追
加
接
種
（
3
回
目
）
、

　
　
乳
幼
児
の
初
回
接
種
（
1
・
2
回
目
）
を
10
月
か
ら

　
　
開
始
す
る
た
め
の
経
費

認
第
1
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

認
第
2
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

認
第
3
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

認
第
4
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

認
第
5
号
　
令
和
3
年
度 

都
留
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

　 議
第
50
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
２
千
６
０
０
万
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
千
６
０
０
万
円
を
追
加

　
　
生
活
困
窮
者
緊
急
生
活
支
援
金
給
付
事
業

　
　
生
活
困
窮
者
及
び
家
計
急
変
世
帯
に
対
し
て
１
世
帯
あ
た
り
１
万
５
千
円
を
支
給

　
し
ま
す
。

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
千
万
円
を
追
加

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月
間
免
除
す
る
た
め
の
、
水
道
事
業
会
計
及
び
簡

　
易
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金

　
●
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
令
和
4
年
度
の
小
中
学
生
の
学
校
給
食
費
の
う
ち
、
5
〜
10
期
の
支
払
い
を
免
除

　
し
ま
す
。

議
第
51
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
５
６
万
４
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月
間
免
除
し
ま
す
。

議
第
52
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
２
４
３
万
６
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月
間
免
除
し
ま
す
。

議
第
57
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
の
件
（
田
原
交
流
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
団
体
の
名
称

　
　
　
　
　
k
i
b
a
r
i 

合
同
会
社

　
　
　
　
　
指
定
期
間
　
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
10
年
3
月
31
日
ま
で
（
5
年
間
）

議
第
62
号
　
契
約
締
結
の
件
（
都
留
市
保
健
福
祉
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
改
修
工
事 

第
一
期
工
事
）

　
　
　
　
　
契
約
金
額  

1
5
4
，
0
0
0
，
0
0
0
円

　
　
　
　
　
工    

　
期  

令
和
4
年
9
月
26
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
5
年
3
月
15
日
ま
で

議
員
提
出
意
見
書
案
第
3
号

　
加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ
ら
な
い
小
学
校
三
十
五

　
人
学
級
の
実
施
、
中
学
校
で
の
三
十
五
人
学
級
の
実

　
施
、
教
職
員
定
数
改
善
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負

　
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
意
見
書

諮
問
第
1
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見

　
　
　
　
　
　
を
求
め
る
件

　
〇
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
桂
町
　
志
村 

武
寛

臨時会・定例会で決まった主なこと7月
臨時会

9月
定例会

条
例
改
正
（
4
件
）

補
正
予
算
（
5
件
）

人
事
案
件
（
1
件
）

そ
の
他
（
2
件
）

請
願
・
陳
情
（
1
件
）

補
正
予
算
（
3
件
）

決
算
認
定
（
5
件
）

令
和
４
年
７
月
臨
時
会
で

決
ま
っ
た
主
な
こ
と

令
和
４
年
９
月
定
例
会
で

決
ま
っ
た
主
な
こ
と



つる市議会だより　45　つる市議会だより

○「
企
業
誘
致
」
に
つ
い
て

　
　「
豊
か
な
産
業
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
８
月
に
県
の
担
当
者

を
招
き
、
市
職
員
を
対
象
と
し
た
「
地
域
未
来
投
資
促
進

法
に
よ
る
企
業
誘
致
研
修
会
」
を
開
催
し
、
共
通
認
識
を

図
る
と
と
も
に
、
現
時
点
で
の
課
題
等
の
整
理
と
あ
わ
せ

厚
原
牛
石
地
区
へ
の
企
業
誘
致
の
た
め
の
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。

　
　
今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
産

業
振
興
と
農
業
振
興
の
調
和
を
図
り
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
高
い
付
加
価
値
を
創
出
す
る
中
で
、「
地
域
未
来

投
資
促
進
法
」
を
活
用
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
み
を
進
め
、
地
域
経
済
の
循
環
促
進
と
持
続
化
並
び
に

地
域
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て
い
く
。

○「
人
口
減
少
対
策
」
に
つ
い
て

　
　
６
月
29
日
付
け
の
山
梨
日
日
新
聞
に
、
令
和
２
年
国
勢

調
査
に
お
け
る
県
人
口
移
動
集
計
に
関
す
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
記
事
に
よ
る
と
、
平
成
27
年
の
前
回
調
査
か
ら

の
５
年
間
に
お
い
て
、
県
内
27
市
町
村
の
う
ち
13
市
町
村

に
お
い
て
、
転
出
者
が
転
入
者
を
上
回
る
「
転
出
超
過
」

で
あ
る
中
、
本
市
は
転
入
者
が
転
出
者
を
３
０
７
人
上
回

る
「
転
入
超
過
」
と
な
っ
て
お
り
、
転
入
者
数
の
多
さ
も

県
内
７
番
目
で
あ
っ
た
。

　
　
今
回
の
調
査
対
象
期
間
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ

る
事
業
」
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
取
り
組
み
を
本
格
化
さ

せ
た
時
期
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

確
実
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
し
て
、
大

変
喜
ば
し
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
今
後
も
引
き
続
き
多
く
の
皆
様
に
選
ば
れ
る
「
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
、
産
業
振
興
や
、
出
産
・
子
育
て
支
援
な
ど
、

各
種
取
り
組
み
を
推
進
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
、

「
持
続
可
能
な
都
留
市
」
を
築
い
て
い
く
。

○「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

　
　
田
原
四
丁
目
地
内
で
進
め
て
い
る
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・

つ
る
事
業
」
の
「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
エ

リ
ア
全
体
の
造
成
工
事
と
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

事
が
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、
こ
の
施
設
の
指
定
管
理
者

は
、
本
定
例
会
に
て
決
定
い
た
だ
き
次
第
、
来
年
度
か
ら

の
供
用
開
始
に
向
け
、
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
内
に
開
設
す
る
子
育
て
支
援
機
能
の
部
分
を
担
う

事
業
者
も
９
月
末
頃
か
ら
公
募
予
定
で
あ
り
、
来
年
度
か

ら
は
、
人
々
の
集
う
拠
点
施
設
の
各
機
能
が
同
時
に
動
き

出
す
こ
と
と
な
る
。

　
　
一
方
、
エ
リ
ア
内
に
整
備
す
る
都
留
文
科
大
学
関
連
施

設
は
、
長
ら
く
大
学
法
人
側
と
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

大
学
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
地
域
貢
献
色
を
強

く
打
ち
出
す
た
め
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

と
し
、
大
学
の
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
家
庭
科
実
験
室
等
の
教
室
、
学

生
が
夜
間
や
雨
天
時
に
も
活
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

備
え
た
、
地
域
連
携
型
の
施
設
を
整
備
す
る
方
向
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
　
今
後
は
、
こ
う
し
た
施
設
群
の
多
角
的
か
つ
効
果
的
な

連
携
手
法
を
模
索
し
、
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
活
性
化
を

進
め
、
人
が
集
い
、
学
べ
る
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
市
民
の

皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

令
和
４
年
９
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

企業誘致へ向けた取り組みを進める厚原牛石地区

大
型
遊
具
を
備
え
た
公
園
の
整
備
状
況

は
。

公
園
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
現
地
測
量
等
を
行
い
な
が
ら
、

公
園
の
配
置
や
形
状
、
植
栽
等
の
基
本
計
画

を
本
年
度
中
に
策
定
す
る
。
令
和
６
年
度
に

公
園
整
備
工
事
に
着
手
し
、
令
和
７
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
園
整
備
費
用
を
調
達
す
る
た
め
の
ク

ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
今
日
ま

で
の
状
況
は
。

昨
年
10
月
か
ら
本
年
２
月
28
日
ま
で
の

間
、
目
標
金
額
を
７
千
万
円
に
設
定
し

ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
全
国
２
千
８
４
９
人
の
方
々
か
ら

目
標
額
の
１
７
７
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
１

億
２
千
４
０
１
万
５
千
円
の
寄
附
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
寄
附
金
は
、
総
合
運
動
公
園
内

の
公
園
整
備
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
ほ

か
、
子
ど
も
の
遊
び
場
・
居
場
所
確
保
の
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

都
留
市
に
移
住
し
た
く
な
る
よ
う
な
総

合
運
動
公
園
づ
く
り
へ
の
展
望
は
。

複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
リ
ア
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
多
世
代
が
交
流
し
、
楽
し
め
る

場
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
施
設

の
連
携
・
活
用
を
図
り
、
多
く
の
人
が
集
い

賑
わ
え
る
場
の
創
出
を
目
指
し
、
子
育
て
し

や
す
く
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

地
域
公
共
交
通
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
が
必
須
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
本
年
度
よ
り
２
か
年
を
か
け
、

新
し
い
計
画
策
定
業
務
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
。
本
年
度
中
に
は
、
人
口
動
態
、
主
に
需

要
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
現
在
の
地
域

公
共
交
通
の
最
適
解
を
検
討
す
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

都
留
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
に
お
い
て
基
本
方
針
・
基
本
目
標

の
検
討
を
行
い
、
そ
の
後
、
実
施
施
策
の
体

系
と
し
て
、
施
策
の
協
議
、
実
証
実
験
及
び

効
果
検
証
等
を
行
い
、
将
来
的
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
を
計
画
に
取
り
ま
と

め
、
本
市
に
マ
ッ
チ
し
た
新
し
い
地
域
公
共

交
通
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ビジョン２１　奥秋　保議員

問答

問答問答

問答 問答

総合運動公園の進捗状況は

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

カ
ー
ド
保
有
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
顔
写

真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
と
な
り
、

各
種
手
続
き
の
際
に
提
示
を
求
め
ら
れ
る
身

分
証
明
書
と
な
る
。
ま
た
、
健
康
保
健
証
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
10
月
か
ら
は

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
て
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
証
明
の
取

得
、
確
定
申
告
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
手

続
き
な
ど
も
可
能
と
な
る
ほ
か
、
警
視
庁
で

は
、
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
を
進
め
て
お

り
、
令
和
６
年
度
末
か
ら
の
運
用
開
始
を
目

指
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
。広

報
つ
る
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な
ど
を
活
用

し
て
、
周
知
活
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
企
業
、
団
体
等
で
５
人
以
上
の
方
が
集

ま
る
場
所
へ
の
出
張
申
請
や
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
申
請
交
付
の
機
会

を
増
や
す
た
め
、
土
曜
、
日
曜
日
に
市
役
所

以
外
の
公
共
施
設
等
で
申
請
業
務
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

問答 問答

代表
質問市政を問う！
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○「
企
業
誘
致
」
に
つ
い
て

　
　「
豊
か
な
産
業
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
８
月
に
県
の
担
当
者

を
招
き
、
市
職
員
を
対
象
と
し
た
「
地
域
未
来
投
資
促
進

法
に
よ
る
企
業
誘
致
研
修
会
」
を
開
催
し
、
共
通
認
識
を

図
る
と
と
も
に
、
現
時
点
で
の
課
題
等
の
整
理
と
あ
わ
せ

厚
原
牛
石
地
区
へ
の
企
業
誘
致
の
た
め
の
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。

　
　
今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
産

業
振
興
と
農
業
振
興
の
調
和
を
図
り
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
高
い
付
加
価
値
を
創
出
す
る
中
で
、「
地
域
未
来

投
資
促
進
法
」
を
活
用
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
み
を
進
め
、
地
域
経
済
の
循
環
促
進
と
持
続
化
並
び
に

地
域
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て
い
く
。

○「
人
口
減
少
対
策
」
に
つ
い
て

　
　
６
月
29
日
付
け
の
山
梨
日
日
新
聞
に
、
令
和
２
年
国
勢

調
査
に
お
け
る
県
人
口
移
動
集
計
に
関
す
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
記
事
に
よ
る
と
、
平
成
27
年
の
前
回
調
査
か
ら

の
５
年
間
に
お
い
て
、
県
内
27
市
町
村
の
う
ち
13
市
町
村

に
お
い
て
、
転
出
者
が
転
入
者
を
上
回
る
「
転
出
超
過
」

で
あ
る
中
、
本
市
は
転
入
者
が
転
出
者
を
３
０
７
人
上
回

る
「
転
入
超
過
」
と
な
っ
て
お
り
、
転
入
者
数
の
多
さ
も

県
内
７
番
目
で
あ
っ
た
。

　
　
今
回
の
調
査
対
象
期
間
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ

る
事
業
」
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
取
り
組
み
を
本
格
化
さ

せ
た
時
期
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

確
実
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
し
て
、
大

変
喜
ば
し
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
今
後
も
引
き
続
き
多
く
の
皆
様
に
選
ば
れ
る
「
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
、
産
業
振
興
や
、
出
産
・
子
育
て
支
援
な
ど
、

各
種
取
り
組
み
を
推
進
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
、

「
持
続
可
能
な
都
留
市
」
を
築
い
て
い
く
。

○「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

　
　
田
原
四
丁
目
地
内
で
進
め
て
い
る
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・

つ
る
事
業
」
の
「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
エ

リ
ア
全
体
の
造
成
工
事
と
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

事
が
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、
こ
の
施
設
の
指
定
管
理
者

は
、
本
定
例
会
に
て
決
定
い
た
だ
き
次
第
、
来
年
度
か
ら

の
供
用
開
始
に
向
け
、
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
内
に
開
設
す
る
子
育
て
支
援
機
能
の
部
分
を
担
う

事
業
者
も
９
月
末
頃
か
ら
公
募
予
定
で
あ
り
、
来
年
度
か

ら
は
、
人
々
の
集
う
拠
点
施
設
の
各
機
能
が
同
時
に
動
き

出
す
こ
と
と
な
る
。

　
　
一
方
、
エ
リ
ア
内
に
整
備
す
る
都
留
文
科
大
学
関
連
施

設
は
、
長
ら
く
大
学
法
人
側
と
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

大
学
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
地
域
貢
献
色
を
強

く
打
ち
出
す
た
め
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

と
し
、
大
学
の
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
家
庭
科
実
験
室
等
の
教
室
、
学

生
が
夜
間
や
雨
天
時
に
も
活
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

備
え
た
、
地
域
連
携
型
の
施
設
を
整
備
す
る
方
向
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
　
今
後
は
、
こ
う
し
た
施
設
群
の
多
角
的
か
つ
効
果
的
な

連
携
手
法
を
模
索
し
、
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
活
性
化
を

進
め
、
人
が
集
い
、
学
べ
る
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
市
民
の

皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

令
和
４
年
９
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

企業誘致へ向けた取り組みを進める厚原牛石地区

大
型
遊
具
を
備
え
た
公
園
の
整
備
状
況

は
。

公
園
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
現
地
測
量
等
を
行
い
な
が
ら
、

公
園
の
配
置
や
形
状
、
植
栽
等
の
基
本
計
画

を
本
年
度
中
に
策
定
す
る
。
令
和
６
年
度
に

公
園
整
備
工
事
に
着
手
し
、
令
和
７
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
園
整
備
費
用
を
調
達
す
る
た
め
の
ク

ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
今
日
ま

で
の
状
況
は
。

昨
年
10
月
か
ら
本
年
２
月
28
日
ま
で
の

間
、
目
標
金
額
を
７
千
万
円
に
設
定
し

ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
全
国
２
千
８
４
９
人
の
方
々
か
ら

目
標
額
の
１
７
７
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
１

億
２
千
４
０
１
万
５
千
円
の
寄
附
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
寄
附
金
は
、
総
合
運
動
公
園
内

の
公
園
整
備
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
ほ

か
、
子
ど
も
の
遊
び
場
・
居
場
所
確
保
の
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

都
留
市
に
移
住
し
た
く
な
る
よ
う
な
総

合
運
動
公
園
づ
く
り
へ
の
展
望
は
。

複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
リ
ア
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
多
世
代
が
交
流
し
、
楽
し
め
る

場
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
施
設

の
連
携
・
活
用
を
図
り
、
多
く
の
人
が
集
い

賑
わ
え
る
場
の
創
出
を
目
指
し
、
子
育
て
し

や
す
く
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

地
域
公
共
交
通
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
が
必
須
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
本
年
度
よ
り
２
か
年
を
か
け
、

新
し
い
計
画
策
定
業
務
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
。
本
年
度
中
に
は
、
人
口
動
態
、
主
に
需

要
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
現
在
の
地
域

公
共
交
通
の
最
適
解
を
検
討
す
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

都
留
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
に
お
い
て
基
本
方
針
・
基
本
目
標

の
検
討
を
行
い
、
そ
の
後
、
実
施
施
策
の
体

系
と
し
て
、
施
策
の
協
議
、
実
証
実
験
及
び

効
果
検
証
等
を
行
い
、
将
来
的
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
を
計
画
に
取
り
ま
と

め
、
本
市
に
マ
ッ
チ
し
た
新
し
い
地
域
公
共

交
通
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ビジョン２１　奥秋　保議員

問答

問答問答

問答 問答

総合運動公園の進捗状況は

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

カ
ー
ド
保
有
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
顔
写

真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
と
な
り
、

各
種
手
続
き
の
際
に
提
示
を
求
め
ら
れ
る
身

分
証
明
書
と
な
る
。
ま
た
、
健
康
保
健
証
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
10
月
か
ら
は

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
て
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
証
明
の
取

得
、
確
定
申
告
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
手

続
き
な
ど
も
可
能
と
な
る
ほ
か
、
警
視
庁
で

は
、
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
を
進
め
て
お

り
、
令
和
６
年
度
末
か
ら
の
運
用
開
始
を
目

指
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
。広

報
つ
る
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な
ど
を
活
用

し
て
、
周
知
活
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
企
業
、
団
体
等
で
５
人
以
上
の
方
が
集

ま
る
場
所
へ
の
出
張
申
請
や
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
申
請
交
付
の
機
会

を
増
や
す
た
め
、
土
曜
、
日
曜
日
に
市
役
所

以
外
の
公
共
施
設
等
で
申
請
業
務
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

問答 問答

代表
質問市政を問う！
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つる清流会　日向 美徳議員

地方創生臨時交付金の
本市の取り組みを問う

代表
質問

一般
質問市政を問う！

山本 美正議員

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
と
は
。

国
で
定
め
た
法
律
に
沿
っ
て
、
長
時
間

労
働
が
常
態
化
し
、
か
つ
休
日
確
保
が

困
難
な
医
師
の
働
き
方
を
改
善
す
る
た
め
、

政
府
主
導
で
進
め
て
い
く
取
り
組
み
で
あ

る
。
適
用
は
令
和
６
年
４
月
か
ら
と
さ
れ
て

い
る
。改

革
に
取
り
組
ま
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

想
定
さ
れ
る
課
題
は
。 

本
市
は
民
間
の
医
療
機
関
が
少
な
く
、

医
療
の
不
採
算
地
区
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
本
市
の
地
域
医
療
を

守
る
た
め
に
は
、
当
院
が
存
続
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
医
師
の
確
保
は
必
須
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
勤
務
形
態
の
ま
ま

で
は
、
大
学
医
局
の
医
師
か
ら
は
当
院
へ
の

就
業
が
敬
遠
さ
れ
、
医
師
の
確
保
は
非
常
に

困
難
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
若

手
医
師
に
も
選
ば
れ
る
医
療
機
関
と
し
て
働

き
や
す
い
労
働
環
境
の
構
築
が
重
要
課
題
で

あ
る
。ど

の
よ
う
な
改
革
が
求
め
ら
れ
る
か
。 

ま
ず
は
、
常
勤
医
師
の
時
間
外
労
働
時

間
の
削
減
と
休
日
の
確
保
の
た
め
に
、

勤
務
形
態
を
見
直
す
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
診
療
提
供
体
制
の
見
直
し

も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
院
内
に

て
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
い
る
。

問答問答

病
院
経
営
に
対
す
る
影
響
は 

。

医
業
収
益
の
減
収
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
院
内
に
お
い
て
市
民
の
健
康
維

持
や
予
防
医
療
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
等
を
検
討

す
る
な
ど
、
今
後
も
経
営
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
医
師
を
は
じ
め
医
療
職
の
働
き

方
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、
働
き
や
す
い

職
場
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
中
・
長
期
的
に
安

定
し
た
医
療
を
提
供
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。

医療機関に求められる
「働き方改革」
とは

問答

　市外から参加させていただきま

したが大変勉強になりありがとう

ございました。

　現在介護関係の仕事についてお

りますので詳しい状況など聴くこ

とが出来よかったと思います。

　　　　　　（市外　Ｓ.Ｎさん）

傍聴席 の 声

次回の定例会は、
11月30日（水）午前10時

開会予定です。

議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？

問答

今
後
の
本
市
の
交
付
金
の
活
用
に
つ
い

て
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
今
後
も
配

分
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
済
状
況
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
中
、
よ
り
重
要
性

が
高
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
策
へ

重
点
的
に
配
分
し
て
い
く
。

市
民
に
対
す
る
交
付
金
の
使
い
道
の

「
見
え
る
化
」
や
公
表
の
考
え
は
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
交
付
金
の
実

施
状
況
と
効
果
検
証
に
つ
い
て
公
表
を

し
て
い
る
が
、
市
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
い

公
表
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、「
見
え
る
化
」

を
図
っ
て
い
く
。

子
ど
も
食
堂
に
関
し
て
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
の
商
品
の
提
供
や
設
置
箇
所
の
増
設

の
考
え
は
。

市
内
の
子
ど
も
食
堂
で
は
、
通
常
の
活

動
に
加
え
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
る
食

事
の
提
供
に
も
対
応
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
食
堂
の
開
設
を
検
討
す
る
団

体
等
に
つ
い
て
は
、
相
談
や
運
営
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

自
治
会
館
等
へ
の
W
i
‐
F
i
環
境
の

設
置
の
考
え
は
。

自
治
会
に
お
い
て
、
維
持
管
理
を
行
う

上
で
W
i
‐
F
i
整
備
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、「
特
色
あ
る
自
治
会
づ
く
り
事
業
」

の
補
助
金
の
活
用
を
お
願
い
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
市
民
生
活

に
直
結
し
て
い
る
事
業
を
期
待
し
て

い
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

９
月
９
日
発
表
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
の
中
に
、
新
た
に
電
気
・
ガ
ス
、

食
料
品
等
の
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
創
設
が
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
施
策
を
検
討
し
交
付
金
を
活
用
し
て
い

く
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
協
議
経
過
は
。

現
在
、
教
育
委
員
会
内
で
便
数
、
ル
ー

ト
、
乗
降
場
所
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
登
校
時
に
は
、
大
平
、 

朝
日

曽
雌
経
由
、
禾
生
第
一
小
学
校
行
の
バ
ス
を

１
便
、
下
校
時
は
午
後
４
時
に
禾
生
第
一
小

学
校
を
出
発
す
る
便
を
１
便
増
や
す
こ
と
を

基
本
に
検
討
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
な
乗
降
場
所

の
検
討
は
。

旭
小
学
校
の
児
童
は
、
基
本
的
に
、

都
留
第
二
中
学
校
と
同
じ
場
所
で
の

乗
降
を
予
定
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
保
護
者

と
協
議
し
、
決
定
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
学

校
や
保
護
者
な
ど
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
安
全
面
を
考
慮
し
な
が
ら
適
宜
、
変
更

問答問答問答 問答

問答問答問答 旭
小
学
校
、禾
生
第
一
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て

「
ぴ
ゅ
あ
富
士
」
の
譲
渡
に

つ
い
て

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
登
校
で
き
る
よ
う
可
能
な
限
り
対
応
す

る
。

県
の
大
規
模
改
修
・
長
寿
命
化
改
修
の

工
事
内
容
と
概
要
は
。

外
壁
の
全
面
洗
浄
及
び
浮
い
た
タ
イ
ル

の
補
修
、
空
調
設
備
機
器
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
更
新
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
主
要
設
備

の
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
長
期
に
わ
た
り
大
規
模
改
修
の
必
要

性
は
な
く
活
用
で
き
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

の
開
館
は
令
和
６
年
４
月
の
予
定
。 

改
修
後
の
施
設
概
要
は
。

１
階
に
市
教
育
委
員
会
及
び
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、
県
へ
は
、
１
階

の
託
児
室
、
２
階
北
側
の
調
理
実
習
室
、
図

書
室
及
び
工
芸
美
術
室
部
分
を
貸
し
付
け
る

方
向
で
調
整
し
て
い
る
。

　
な
お
、
教
育
委
員
会
移
転
に
よ
る
本
庁
舎

再
編
は
、
産
業
課
を
庁
舎
２
階
の
現
教
育
委

員
会
ス
ペ
ー
ス
へ
、

北
別
館
の
上
下
水
道

課
を
庁
舎
１
階
の
現

産
業
課
ス
ペ
ー
ス
へ

移
動
す
る
方
向
で
調

整
し
て
い
る
。

問答問答

過去の議会だよりや会議録はホームペー

ジでご覧いただけます。
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本市の取り組みを問う

代表
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一般
質問市政を問う！

山本 美正議員

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
と
は
。

国
で
定
め
た
法
律
に
沿
っ
て
、
長
時
間

労
働
が
常
態
化
し
、
か
つ
休
日
確
保
が

困
難
な
医
師
の
働
き
方
を
改
善
す
る
た
め
、

政
府
主
導
で
進
め
て
い
く
取
り
組
み
で
あ

る
。
適
用
は
令
和
６
年
４
月
か
ら
と
さ
れ
て

い
る
。改

革
に
取
り
組
ま
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

想
定
さ
れ
る
課
題
は
。 

本
市
は
民
間
の
医
療
機
関
が
少
な
く
、

医
療
の
不
採
算
地
区
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
本
市
の
地
域
医
療
を

守
る
た
め
に
は
、
当
院
が
存
続
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
医
師
の
確
保
は
必
須
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
勤
務
形
態
の
ま
ま

で
は
、
大
学
医
局
の
医
師
か
ら
は
当
院
へ
の

就
業
が
敬
遠
さ
れ
、
医
師
の
確
保
は
非
常
に

困
難
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
若

手
医
師
に
も
選
ば
れ
る
医
療
機
関
と
し
て
働

き
や
す
い
労
働
環
境
の
構
築
が
重
要
課
題
で

あ
る
。ど

の
よ
う
な
改
革
が
求
め
ら
れ
る
か
。 

ま
ず
は
、
常
勤
医
師
の
時
間
外
労
働
時

間
の
削
減
と
休
日
の
確
保
の
た
め
に
、

勤
務
形
態
を
見
直
す
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
診
療
提
供
体
制
の
見
直
し

も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
院
内
に

て
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
い
る
。

問答問答

病
院
経
営
に
対
す
る
影
響
は 

。

医
業
収
益
の
減
収
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
院
内
に
お
い
て
市
民
の
健
康
維

持
や
予
防
医
療
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
等
を
検
討

す
る
な
ど
、
今
後
も
経
営
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
医
師
を
は
じ
め
医
療
職
の
働
き

方
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、
働
き
や
す
い

職
場
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
中
・
長
期
的
に
安

定
し
た
医
療
を
提
供
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。

医療機関に求められる
「働き方改革」
とは

問答

　市外から参加させていただきま

したが大変勉強になりありがとう

ございました。

　現在介護関係の仕事についてお

りますので詳しい状況など聴くこ

とが出来よかったと思います。

　　　　　　（市外　Ｓ.Ｎさん）

傍聴席 の 声

次回の定例会は、
11月30日（水）午前10時

開会予定です。

議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？

問答

今
後
の
本
市
の
交
付
金
の
活
用
に
つ
い

て
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
今
後
も
配

分
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
済
状
況
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
中
、
よ
り
重
要
性

が
高
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
策
へ

重
点
的
に
配
分
し
て
い
く
。

市
民
に
対
す
る
交
付
金
の
使
い
道
の

「
見
え
る
化
」
や
公
表
の
考
え
は
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
交
付
金
の
実

施
状
況
と
効
果
検
証
に
つ
い
て
公
表
を

し
て
い
る
が
、
市
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
い

公
表
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、「
見
え
る
化
」

を
図
っ
て
い
く
。

子
ど
も
食
堂
に
関
し
て
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
の
商
品
の
提
供
や
設
置
箇
所
の
増
設

の
考
え
は
。

市
内
の
子
ど
も
食
堂
で
は
、
通
常
の
活

動
に
加
え
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
る
食

事
の
提
供
に
も
対
応
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
食
堂
の
開
設
を
検
討
す
る
団

体
等
に
つ
い
て
は
、
相
談
や
運
営
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

自
治
会
館
等
へ
の
W
i
‐
F
i
環
境
の

設
置
の
考
え
は
。

自
治
会
に
お
い
て
、
維
持
管
理
を
行
う

上
で
W
i
‐
F
i
整
備
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、「
特
色
あ
る
自
治
会
づ
く
り
事
業
」

の
補
助
金
の
活
用
を
お
願
い
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
市
民
生
活

に
直
結
し
て
い
る
事
業
を
期
待
し
て

い
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

９
月
９
日
発
表
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
の
中
に
、
新
た
に
電
気
・
ガ
ス
、

食
料
品
等
の
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
創
設
が
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
施
策
を
検
討
し
交
付
金
を
活
用
し
て
い

く
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
協
議
経
過
は
。

現
在
、
教
育
委
員
会
内
で
便
数
、
ル
ー

ト
、
乗
降
場
所
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
登
校
時
に
は
、
大
平
、 

朝
日

曽
雌
経
由
、
禾
生
第
一
小
学
校
行
の
バ
ス
を

１
便
、
下
校
時
は
午
後
４
時
に
禾
生
第
一
小

学
校
を
出
発
す
る
便
を
１
便
増
や
す
こ
と
を

基
本
に
検
討
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
な
乗
降
場
所

の
検
討
は
。

旭
小
学
校
の
児
童
は
、
基
本
的
に
、

都
留
第
二
中
学
校
と
同
じ
場
所
で
の

乗
降
を
予
定
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
保
護
者

と
協
議
し
、
決
定
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
学

校
や
保
護
者
な
ど
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
安
全
面
を
考
慮
し
な
が
ら
適
宜
、
変
更

問答問答問答 問答

問答問答問答 旭
小
学
校
、禾
生
第
一
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て

「
ぴ
ゅ
あ
富
士
」
の
譲
渡
に

つ
い
て

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
登
校
で
き
る
よ
う
可
能
な
限
り
対
応
す

る
。

県
の
大
規
模
改
修
・
長
寿
命
化
改
修
の

工
事
内
容
と
概
要
は
。

外
壁
の
全
面
洗
浄
及
び
浮
い
た
タ
イ
ル

の
補
修
、
空
調
設
備
機
器
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
更
新
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
主
要
設
備

の
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
長
期
に
わ
た
り
大
規
模
改
修
の
必
要

性
は
な
く
活
用
で
き
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

の
開
館
は
令
和
６
年
４
月
の
予
定
。 

改
修
後
の
施
設
概
要
は
。

１
階
に
市
教
育
委
員
会
及
び
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、
県
へ
は
、
１
階

の
託
児
室
、
２
階
北
側
の
調
理
実
習
室
、
図

書
室
及
び
工
芸
美
術
室
部
分
を
貸
し
付
け
る

方
向
で
調
整
し
て
い
る
。

　
な
お
、
教
育
委
員
会
移
転
に
よ
る
本
庁
舎

再
編
は
、
産
業
課
を
庁
舎
２
階
の
現
教
育
委

員
会
ス
ペ
ー
ス
へ
、

北
別
館
の
上
下
水
道

課
を
庁
舎
１
階
の
現

産
業
課
ス
ペ
ー
ス
へ

移
動
す
る
方
向
で
調

整
し
て
い
る
。

問答問答

過去の議会だよりや会議録はホームペー

ジでご覧いただけます。

会議録検索システム市議会ホームページ
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料
金
受
取
人
払

差
出
有
効
期
限

令
和
4年
12月

16日
ま
で

（
切
手
不
要
）

富
士
吉
田
局

承
認

957号

やまおりやまおり やまおりやまおりやまおり やまおり

やまおりやまおり やまおりやまおりやまおり やまおり
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都留市上谷一丁目一番一号

　　      　　　　　　都留市役所内

都 留 市 議 会 　行

期限　令和4年11月30日（水）まで

問合先　都留市議会事務局
　　　　☎43-1111（内線 301）

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

市議会議員は市民の皆さんから信託を受けた代表です。
皆さんが日頃お考えになっていること、

感じていらっしゃることを市議会へお寄せください。

※令和4年度議会報告会は、新型コロナウイルス感染症のまん延状況を考慮し、
　中止することとし、代替事業として「議会に関する市民アンケート」を実施いたします。

一般
質問

小俣 武議員

地
産
地
消
の
割
合
は
。

学
校
給
食
で
使
用
す
る
野
菜
は
、
規
格

や
品
種
を
揃
え
大
量
に
用
意
す
る
必
要

が
あ
り
、
野
菜
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
収
穫

時
期
が
夏
休
み
期
間
中
の
た
め
、
生
産
者
と

使
用
時
期
が
合
わ
な
い
場
合
な
ど
も
あ
り
、

例
年
、
地
元
野
菜
の
使
用
率
は
、
全
体
の
約

10
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
。

本
年
度
の
無
償
化
対
策
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
利
用
状
況
は
。

今
回
行
っ
た
給
食
費
の
無
償
化
分
に
つ

い
て
は
、
総
額
５
千
６
０
０
万
円
を
充

て
て
い
る
。

食
材
値
上
げ
へ
の
対
応
は
。

食
材
単
価
は
多
く
の
食
材
で
値
上
が
り

し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
農

林
水
産
省
の
実
施
し
て
い
る
魚
の
無
償
提
供

（
緊
急
対
策
事
業
）
や
、
県
農
政
部
の
県
産

肉
の
無
償
提
供
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
質
を

落
と
す
事
な
く
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

来
年
度
以
降
の
給
食
費
補
助
の
方
向
性

は
。

学
校
給
食
費
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、

安
定
し
た
財
源
の
確
保
が
必
要
と
な
る

た
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
重
点
化

す
る
な
ど
、
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

業
務
委
託
は
。

調
理
業
務
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
事
業
者
の
最
新
の
知
識
と

技
術
、
ま
た
豊
富
な
人
的
資
源
を
活
用
し
、

児
童
生
徒
に
安
全
で
安
心
、
そ
し
て
お
い
し

い
給
食
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
こ
と
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、
給
食
調
理
業
務

と
配
送
業
務
を
一
括
し
て
、
民
間
事
業
者
に

業
務
委
託
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

大
規
模
遊
具
の
計
画
は
。

基
本
計
画
案
で
は
、
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
」
「
児
童
用
遊
具
」
「
高
齢
者

用
遊
具
」
と
い
っ
た
幅
広
い
世
代
で
利
用
で

き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
が
、
今
後
実
施
予

定
の
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
選
定
す

る
。

稼
げ
る
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て
。 

公
園
内
へ
の
店
舗
整
備
の
予
定
は
な
い

が
、
隣
接
す
る
「
田
原
交
流
セ
ン

タ
ー
」
に
カ
フ
ェ
等
の
出
店
を
予
定
し
て
い

る
。
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
十
分

な
協
議
を
行
い
、
市
民
が
憩
え
る
場
の
創
出

に
努
め
る
。

公
園
と
湧
水
に
つ
い
て
。

市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
得
る
も
の
と
す

る
た
め
、
「
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
」
敷

地
内
の
芝
生
広
場
に
、
湧
水
を
活
用
し
た
水

遊
び
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
。

エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
整

備
計
画
は
な
い
が
、
既
存
施
設
を
活
用

し
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
等
の
実
施
を
検

討
し
、
需
要
の
高
ま
り

を
見
極
め
、
整
備
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
を
進

め
る
。

小林 健太議員

問答問答

少
子
化
問
題
に
よ
る
部
活
動
の
制
限
、

教
員
の
働
き
方
改
革
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
、
保
護
者
の
費
用

負
担
に
つ
い
て
。

少
子
化
に
よ
る
部
活
動
の
縮
小
に
伴

う
生
徒
の
部
活
動
離
れ
や
教
師
の
働

き
方
改
革
等
に
対
応
す
る
た
め
、
部
活
動
の

地
域
移
行
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。
今
後
、

検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
る
が
、
生
徒
が
多
様

な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
る
機
会
を
構
築
す

る
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
策
な
ど
も
含
め
協
議
し
て
い
く
。

問答

複合型施設の公園整備
を問う

「学校給食」について

市政を問う！

問答問答

部
活
動
改
革
に
つ
い
て

問答問答

問答
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（議員別賛否を含む）

（議員別賛否を含む）

市

　長

　提

　出

議
員
提
出

議第53号

都留市税条例等中改正の件

都留市職員の育児休業等に関す
る条例中改正の件

議第54号

都留市立学校設置条例中改正の
件

議第55号

議第56号

指定管理者の指定の件　　　　
　(田原交流センター)

議第57号

令和4年度都留市一般会計補正
予算(第4号)

議第58号

令和4年度都留市介護保険事業
特別会計補正予算(第1号)

議第59号

令和4年度都留市水道事業会計
補正予算(第2号)

議第60号

令和4年度都留市簡易水道事業
会計補正予算(第3号)

議第61号

令和3年度都留市各会計歳入歳
出決算認定の件 

認第 1 号

令和3年度都留市水道事業会計
決算認定の件 

令和3年度都留市簡易水道事業
会計決算認定の件 

認第 ２ 号

都留市の議会の議員及び長の選挙
における選挙運動の公費負担に関す
る条例中改正の件

加配定数の振り替えによらない小学
校三十五人学級の実施、中学校での
三十五人学級の実施、教職員定数改
善、及び義務教育費国庫負担制度拡
充を図るための請願書

加配定数の振り替えによらない小学
校三十五人学級の実施、中学校での
三十五人学級の実施、教職員定数改
善、及び義務教育費国庫負担制度拡
充を図るための意見書

認第 ３ 号

令和3年度都留市下水道事業会
計決算認定の件 

認第 ４ 号

令和3年度都留市病院事業会計
決算認定の件

認第 5 号

契約締結の件(都留市保健福祉
センター改修工事 第一期工事) 

議第62号

請願第3号

議員提出
意見書案
第3号

議第63号 令和4年度都留市一般会計補正
予算(第5号)

諮問第1号 人権擁護委員の推薦について意
見を求める件

可決

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

採択 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

　月定例会議決結果9

○は賛成　×は反対　欠は欠席　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　
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出
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　分

議員名
議決
結果

議案等名

議第50号

令和4年度都留市水道事業会計
補正予算(第1号)

令和4年度都留市一般会計補正
予算(第3号)

議第51号

令和4年度都留市簡易水道事業
会計補正予算(第2号)

議第52号

可決

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　欠　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　欠　○　○　○　○　○　○　
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　月臨時会議決結果7

○　○　○　○　○　ー　○　○　○　欠　○　○　○　○　○　○　

議会に関する市民アンケート

※回答にあたっては、あてはまるものに□をお願いいたします。
　Q1あなたは市議会に関心がありますか。
　　□ある　　□少しある　　□どちらともいえない　　□あまりない　　□ない
       （→理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　Q2市議会の本会議や委員会は傍聴することができます。あなたは傍聴したことがありますか。
　　□ある　　□ない　　□傍聴できることを知らない

　Q3あなたは市議会の活動や情報をどのような方法で得ていますか。
　　□議会だよりや市ホームページ　　　□議会報告会　　　　　□新聞などのマスメディア
　　□議員個人のホームページや SNS　　□情報は得ていない　　

　Q4あなたは市民の声が市議会に反映されていると思いますか。
　　□思う　　□少し思う　　□あまり思わない　　□思わない　　□わからない
　   （→理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　Q5あなたは議員や市議会に何を期待しますか。
　　□市政のチェック　　　　　　　　□市や市民の利益になるような政策提言や政策立案
　　□市民意見の市政への反映　　　　□市民への情報提供
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　Q6 あなたは現在の市議会を評価できると思いますか。
　　□思う　　□少し思う　　□あまり思わない　　□思わない　　□わからない
　　（→理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　Q7 議員定数や報酬は適当だと思いますか。
　　【定数】□思う　　□少し思う　　□あまり思わない　　□思わない　　□どちらとも言えない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （　　人が適当）　      （　　人が適当）
　　【報酬】□思う　　□少し思う　　□あまり思わない　　□思わない　　□どちらとも言えない

　Q8 あなたが求める議会改革についてお聞かせください。
　　□市政のチェック機能向上　　　　　　　　　□政策提言や政策立案機能向上　　　　
　　□ホームページや議会だよりの充実　　　　　□議会報告会の充実
　　□議会のライブ中継や録画放送の充実　　　
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ご住所）

（電話番号）

 【性　別】　男性・女性　　【年　代】　　　　代  　【地　区】　　　　　地区

（お名前）

※ご意見・ご要望への回答をさせてただきますので、連絡先のご記入をお願いいたします。
　（いただいた個人情報は、他の目的に使用することはございません。）

●市議会に対するご意見やご要望をお聞かせください（自由記述）



つる市議会だより　1011　つる市議会だより

（議員別賛否を含む）

（議員別賛否を含む）

市

　長

　提

　出

議
員
提
出

議第53号

都留市税条例等中改正の件

都留市職員の育児休業等に関す
る条例中改正の件

議第54号

都留市立学校設置条例中改正の
件

議第55号

議第56号

指定管理者の指定の件　　　　
　(田原交流センター)

議第57号

令和4年度都留市一般会計補正
予算(第4号)

議第58号

令和4年度都留市介護保険事業
特別会計補正予算(第1号)

議第59号

令和4年度都留市水道事業会計
補正予算(第2号)

議第60号

令和4年度都留市簡易水道事業
会計補正予算(第3号)

議第61号

令和3年度都留市各会計歳入歳
出決算認定の件 

認第 1 号

令和3年度都留市水道事業会計
決算認定の件 

令和3年度都留市簡易水道事業
会計決算認定の件 

認第 ２ 号

都留市の議会の議員及び長の選挙
における選挙運動の公費負担に関す
る条例中改正の件

加配定数の振り替えによらない小学
校三十五人学級の実施、中学校での
三十五人学級の実施、教職員定数改
善、及び義務教育費国庫負担制度拡
充を図るための請願書

加配定数の振り替えによらない小学
校三十五人学級の実施、中学校での
三十五人学級の実施、教職員定数改
善、及び義務教育費国庫負担制度拡
充を図るための意見書

認第 ３ 号

令和3年度都留市下水道事業会
計決算認定の件 

認第 ４ 号

令和3年度都留市病院事業会計
決算認定の件

認第 5 号

契約締結の件(都留市保健福祉
センター改修工事 第一期工事) 

議第62号

請願第3号

議員提出
意見書案
第3号

議第63号 令和4年度都留市一般会計補正
予算(第5号)

諮問第1号 人権擁護委員の推薦について意
見を求める件

可決

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

認定 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

採択 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

　月定例会議決結果9

○は賛成　×は反対　欠は欠席　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　
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区
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議員名
議決
結果

議案等名

議第50号

令和4年度都留市水道事業会計
補正予算(第1号)

令和4年度都留市一般会計補正
予算(第3号)

議第51号

令和4年度都留市簡易水道事業
会計補正予算(第2号)

議第52号

可決

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　欠　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　欠　○　○　○　○　○　○　
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　月臨時会議決結果7

○　○　○　○　○　ー　○　○　○　欠　○　○　○　○　○　○　

議会に関する市民アンケート

※回答にあたっては、あてはまるものに□をお願いいたします。
　Q1あなたは市議会に関心がありますか。
　　□ある　　□少しある　　□どちらともいえない　　□あまりない　　□ない
       （→理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　Q2市議会の本会議や委員会は傍聴することができます。あなたは傍聴したことがありますか。
　　□ある　　□ない　　□傍聴できることを知らない

　Q3あなたは市議会の活動や情報をどのような方法で得ていますか。
　　□議会だよりや市ホームページ　　　□議会報告会　　　　　□新聞などのマスメディア
　　□議員個人のホームページや SNS　　□情報は得ていない　　

　Q4あなたは市民の声が市議会に反映されていると思いますか。
　　□思う　　□少し思う　　□あまり思わない　　□思わない　　□わからない
　   （→理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　Q5あなたは議員や市議会に何を期待しますか。
　　□市政のチェック　　　　　　　　□市や市民の利益になるような政策提言や政策立案
　　□市民意見の市政への反映　　　　□市民への情報提供
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　Q6 あなたは現在の市議会を評価できると思いますか。
　　□思う　　□少し思う　　□あまり思わない　　□思わない　　□わからない
　　（→理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　Q7 議員定数や報酬は適当だと思いますか。
　　【定数】□思う　　□少し思う　　□あまり思わない　　□思わない　　□どちらとも言えない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （　　人が適当）　      （　　人が適当）
　　【報酬】□思う　　□少し思う　　□あまり思わない　　□思わない　　□どちらとも言えない

　Q8 あなたが求める議会改革についてお聞かせください。
　　□市政のチェック機能向上　　　　　　　　　□政策提言や政策立案機能向上　　　　
　　□ホームページや議会だよりの充実　　　　　□議会報告会の充実
　　□議会のライブ中継や録画放送の充実　　　
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ご住所）

（電話番号）

 【性　別】　男性・女性　　【年　代】　　　　代  　【地　区】　　　　　地区

（お名前）

※ご意見・ご要望への回答をさせてただきますので、連絡先のご記入をお願いいたします。
　（いただいた個人情報は、他の目的に使用することはございません。）

●市議会に対するご意見やご要望をお聞かせください（自由記述）



つる市議会だより　1213　つる市議会だより

付託された議案6件（条例改正2件、補正予算1件、事業会計補正予算2件、その他1件）について、
慎重に審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

総務産業建設 常任委員会 9月14日　
午前１0時から

委 員 長：小林　健太　　副委員長 ：小俣　哲夫
委　　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、藤江　喜美子、山本　美正、天野　利夫

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

都留市職員の育児休業等に関する条例中改正の件

都留市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例中改正の件

指定管理者の指定の件(田原交流センター)

令和4年度都留市一般会計補正予算(第4号)

令和4年度都留市水道事業会計補正予算(第2号)　 

令和4年度都留市簡易水道事業会計補正予算(第3号)　

・議第53号

・議第56号

・議第57号

・議第58号

・議第60号

・議第61号

■審査した議案（付託議案）

都留市税条例等中改正の件

都留市立学校設置条例中改正の件

令和4年度都留市一般会計補正予算(第4号)

令和4年度都留市介護保険事業特別会計補正予算(第1号)

加配定数の振り替えによらない小学校三十五人学級の実施、中学校での三十五人学級の実施、

教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

・議第54号

・議第55号

・議第58号

・議第59号

・請願第3号

※議第58号　令和4年度都留市一般会計補正予算(第4号)は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分け

て審査します。

※委員会では、都留市職員の育児休業等に関する条例中改正の件、令和4年度一般会計補正予算の一部では、

「キャッシュレス決済ポイント還元事業」など慎重な審査が行われました。

　また、「指定管理者の指定の件(田原交流センター)」では、多くの質疑が行われました。 

9月
定例会

社 会 厚 生 常任委員会 9月14日
午後１時30分から

委員会の様子

委員会の様子

　定例会は、案件のあるなしにかかわらず、３ 月、６ 月、９月、12 月

の年４回招集することになっています。

　一方、臨時会は、必要がある場合にのみ招集されるもので、そこではあらかじめ

告示された付議事件や緊急事件に限って審議を行います。臨時会は目的が限定され

ていることから、定例会とは違って、一般質問等はできません。

定例会と臨時会の違いは？
■
議
第
58
号
　
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）
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集
ま
れ
ば
、
企

業
や
自
治
会
、
市
民
の
各
種
グ
ル
ー

プ
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
も
出
向
い
て
申
請

の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
、

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

【
環
境
保
全
対
策
費
】
Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
の
追
加

予
算
の
説
明
で
、
水
質
検
査
を
毎
週

一
回
行
っ
て
い
く
と
あ
っ
た
が
、
い

つ
頃
ま
で
実
施
す
る
の
か
。

計
画
で
は
、
令
和
４
年
度
中
に
92
回

行
う
予
定
。
ま
た
、
土
壌
ガ
ス
分
析

も
行
い
全
力
を
挙
て
げ
て
取
組
み
、
原
因

を
究
明
し
た
い
。

付託された議案 4件（条例改正2件、補正予算1件、事業会計補正予算1件）について、慎重に審査し
た結果、付託議案の全てを原案可決としました。
また、請願1件については、「採択」すべきものとしました。　 

委 員 長：小澤　　眞　　副委員長：日向　美徳　
委　　員：小俣　義之、谷垣　喜一、藤本　明久、奥秋　　保、志村　武彦、山口　一裕

問答

※議第58号　令和4年度都留市一般会計補正予算(第4号)は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分

けて審査します。

問答 主
な
質
疑
内
容
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付託された議案6件（条例改正2件、補正予算1件、事業会計補正予算2件、その他1件）について、
慎重に審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

総務産業建設 常任委員会 9月14日　
午前１0時から

委 員 長：小林　健太　　副委員長 ：小俣　哲夫
委　　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、藤江　喜美子、山本　美正、天野　利夫

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

都留市職員の育児休業等に関する条例中改正の件

都留市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例中改正の件

指定管理者の指定の件(田原交流センター)

令和4年度都留市一般会計補正予算(第4号)

令和4年度都留市水道事業会計補正予算(第2号)　 

令和4年度都留市簡易水道事業会計補正予算(第3号)　

・議第53号

・議第56号

・議第57号

・議第58号

・議第60号

・議第61号

■審査した議案（付託議案）

都留市税条例等中改正の件

都留市立学校設置条例中改正の件

令和4年度都留市一般会計補正予算(第4号)

令和4年度都留市介護保険事業特別会計補正予算(第1号)

加配定数の振り替えによらない小学校三十五人学級の実施、中学校での三十五人学級の実施、

教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

・議第54号

・議第55号

・議第58号

・議第59号

・請願第3号

※議第58号　令和4年度都留市一般会計補正予算(第4号)は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分け

て審査します。

※委員会では、都留市職員の育児休業等に関する条例中改正の件、令和4年度一般会計補正予算の一部では、

「キャッシュレス決済ポイント還元事業」など慎重な審査が行われました。

　また、「指定管理者の指定の件(田原交流センター)」では、多くの質疑が行われました。 

9月
定例会

社 会 厚 生 常任委員会 9月14日
午後１時30分から

委員会の様子

委員会の様子

　定例会は、案件のあるなしにかかわらず、３ 月、６ 月、９月、12 月

の年４回招集することになっています。

　一方、臨時会は、必要がある場合にのみ招集されるもので、そこではあらかじめ

告示された付議事件や緊急事件に限って審議を行います。臨時会は目的が限定され

ていることから、定例会とは違って、一般質問等はできません。

定例会と臨時会の違いは？
■
議
第
58
号
　
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
事
業
】

５
名
以
上
集
ま
れ
ば
、
企
業
や
自
治

会
な
ど
に
も
出
向
い
て
く
れ
る
の
か
。

５
名
程
度
の
人
数
が
集
ま
れ
ば
、
企

業
や
自
治
会
、
市
民
の
各
種
グ
ル
ー

プ
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
も
出
向
い
て
申
請

の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
、

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

【
環
境
保
全
対
策
費
】
Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
の
追
加

予
算
の
説
明
で
、
水
質
検
査
を
毎
週

一
回
行
っ
て
い
く
と
あ
っ
た
が
、
い

つ
頃
ま
で
実
施
す
る
の
か
。

計
画
で
は
、
令
和
４
年
度
中
に
92
回

行
う
予
定
。
ま
た
、
土
壌
ガ
ス
分
析

も
行
い
全
力
を
挙
て
げ
て
取
組
み
、
原
因

を
究
明
し
た
い
。

付託された議案 4件（条例改正2件、補正予算1件、事業会計補正予算1件）について、慎重に審査し
た結果、付託議案の全てを原案可決としました。
また、請願1件については、「採択」すべきものとしました。　 

委 員 長：小澤　　眞　　副委員長：日向　美徳　
委　　員：小俣　義之、谷垣　喜一、藤本　明久、奥秋　　保、志村　武彦、山口　一裕

問答

※議第58号　令和4年度都留市一般会計補正予算(第4号)は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分

けて審査します。

問答 主
な
質
疑
内
容
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【
防
災
行
政
無
線
管
理
事
業
】

防
災
無
線
に
よ
る
情
報
発
信

時
の
高
齢
者
に
対
す
る
対
応

は
。

高
齢
者
へ
の
対
応
を
市
が
す

べ
て
行
う
の
は
、
難
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
自
主
防
災
会
や
消

防
団
へ
声
掛
け
を
し
、
対
応
等
認

識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
事
業
】

定
住
後
に
起
業
し
た
事
業
者

等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

新
製
品
を
つ
く
る
た
め
の
補

助
を
構
築
し
た
り
、
市
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
な
ど
、
町
の
活
性
化

に
一
役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
支

援
対
策
）】

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支

援
対
策
は
。

令
和
３
年
度
と
令
和
４
年
度

の
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
給

付
を
行
っ
て
い
る
。
　

【
寿
賀
祝
事
業
】

祝
品
（
商
品
券
）
を
使
用
で

き
る
事
業
者
の
数
は
。

上
谷
・
中
谷
・
下
谷
地
区
で

１
０
９
、
東
桂
地
区
１１
、

宝
・
禾
生
地
区
25
、
三
吉
開
地
地

区
で
５
の
合
計
１
５
０
か
所
で
あ

る
。

【
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
】

旭
小
学
校
と
禾
生
第
一
小
学

校
が
統
合
し
た
後
、
学
童
は

ど
う
な
る
か
。

旭
小
学
校
区

の
学
童
保
育

は
残
し
て
い
く
方

向
で
あ
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
】

第
２
弾
・
第
３
弾
「
コ
ロ
ナ

に
負
け
る
な
！
市
民
生
活
応

援
商
品
券
」
の
使
用
状
況
は
。

第
２
弾
の
換
金
額
が
１
億
５

千
７
９
５
万
４
千
円
で
、
使

用
率
99
・
04
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
３

弾
の
換
金
額
は
２
億
９
千
５
８
５

付託された認定審査5件について、慎重に審査した結果、財政面においては、全庁を挙げて財源確保
に努め、財政の健全化に取り組んだ結果により、特に将来負担比率が「ゼロ」という水準に達したこと
は大いに評価すべきものである。引き続き、財政運営に努めていただき、今後予定している主要事業や
財政費用の増大を考慮しながら今後の予算編成及び予算執行などに反映されるよう望み、全てを原案
どおり認定しました。

決　　算 特別委員会 9月15・16・20日　
午前10時から

委 員 長：奥秋　　保　　副委員長：小俣　哲夫
委　　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、藤本　明久、藤江　喜美子、小澤　　眞、山本　美正、　
　　　　　日向　美徳、小林　健太、志村　武彦、山口　一裕

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

令和3年度 都留市各会計歳入歳出決算認定の件

令和3年度 都留市水道事業会計決算認定の件

令和3年度 都留市簡易水道事業会計決算認定の件

令和3年度 都留市下水道事業会計決算認定の件

令和3年度 都留市病院事業会計決算認定の件

・認第１号

・認第２号

・認第３号

・認第４号

・認第５号

主
な
質
疑
内
容

9月
定例会

問答

問答
　「令和３年度決算」は、厳しい財政状況の中においても、主要事業や公共施設等の老朽化によ

る財政需要の増大を考慮しながらも「市債残高の縮減」や「基金積立」など、将来を見据えた財政

基盤の強化に努め、財政の健全化については、「実質公債費比率」と「将来負担比率」は引き続き

改善し、特に「将来負担比率」は、「ゼロ」という水準に達した。

　今後も社会保障費の増加や公共施設の長寿命化計画等による投資的経費の増加、そして、感染

症対策、また、これに伴う地域経済活性化対策等、多額の財政需要が見込まれるが、より一層の計

画的な財政運営を図り、限られた財源を効果的に活用し、基本構想に掲げる将来像である「ひと集

い 学びあふれる 生涯きらめきのまち つる」の実現に向け、「まちづくりの方向」に示す6つの取組

分野に対し、「最少の経費で最大の効果」が発揮される施策への投資を図りながら、着実に実行し

ていく。

１　創ります！しごととくらしの充実したまち（産業・基盤分野）

２　育みます！優しさと元気のまち（福祉・子育て・健康分野）

３　輝かせます！学びあふれる つるのまち（教育分野）

４　繋ぎます！人と自然が いつまでも輝くまち（生活・環境分野）

５　紡ぎます！人と人のつながりのまち（安全・安心、コミュニティ分野）

６　実行します！新しいステージへ（行財政分野）

令和３年度　決算状況

一 般 会 計 　　１８７億１，８５６万５，４１４円

９特別会計　　　 ６５億７，２８４万３，３９０円

４企業会計　　    ６４億６，３３７万８，２８１円

総 決 算 額 　　３１７億５，４７８万７，０８５円

■
認
第
１
号
　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
　
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

　
件
な
ど

万
５
千
円
で
、
使
用
率
は
96
・
４

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
若
干
低
い
状

況
で
あ
る
。

【
教
育
委
員
会
費
】

小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
お
け
る
文
大
附
属
小

と
宝
小
学
校
の
今
後
の
方
向
性
は
。

適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
実

施
方
針
は
、
短
期
中
期
長
期

で
方
針
を
示
し
て
お
り
、
1
番
統

合
が
必
要
だ
と
い
う
と
こ
ろ
が
旭

小
学
校
と
文
大
附
属
小
学
校
と

な
っ
て
い
る
。

【
病
院
事
業
会
計（
介
護
老
人
保
健
事

業
）】昨

年
の
介
護
老
人
保
健
施
設

「
つ
る
」
の
長
期
入
所
者
３

万
２
５
５
６
人
、
一
日
平
均
約
90

人
だ
が
、
入
所
で
き
な
い
高
齢
者
も

た
く
さ
ん
い
る
。
90
人
で
い
っ
ぱ

い
な
の
か
。

ベ
ッ
ド
の
数
は
１
０
０
あ
る
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
向

上
し
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
方

が
入
所
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

行
く
。

問答

●市長あいさつ●

まちづくりの６つの方向性

委員会の様子

問答問答

問答 問答

問答
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【
防
災
行
政
無
線
管
理
事
業
】

防
災
無
線
に
よ
る
情
報
発
信

時
の
高
齢
者
に
対
す
る
対
応

は
。

高
齢
者
へ
の
対
応
を
市
が
す

べ
て
行
う
の
は
、
難
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
自
主
防
災
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や
消

防
団
へ
声
掛
け
を
し
、
対
応
等
認

識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
を

行
っ
て
い
く
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お
こ
し
協
力
隊
推
進
事
業
】

定
住
後
に
起
業
し
た
事
業
者

等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

新
製
品
を
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く
る
た
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の
補

助
を
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築
し
た
り
、
市
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
な
ど
、
町
の
活
性
化

に
一
役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
支

援
対
策
）】

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支

援
対
策
は
。

令
和
３
年
度
と
令
和
４
年
度

の
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
給

付
を
行
っ
て
い
る
。
　

【
寿
賀
祝
事
業
】

祝
品
（
商
品
券
）
を
使
用
で

き
る
事
業
者
の
数
は
。

上
谷
・
中
谷
・
下
谷
地
区
で

１
０
９
、
東
桂
地
区
１１
、

宝
・
禾
生
地
区
25
、
三
吉
開
地
地

区
で
５
の
合
計
１
５
０
か
所
で
あ

る
。

【
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
】

旭
小
学
校
と
禾
生
第
一
小
学

校
が
統
合
し
た
後
、
学
童
は

ど
う
な
る
か
。

旭
小
学
校
区

の
学
童
保
育

は
残
し
て
い
く
方

向
で
あ
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
】

第
２
弾
・
第
３
弾
「
コ
ロ
ナ

に
負
け
る
な
！
市
民
生
活
応

援
商
品
券
」
の
使
用
状
況
は
。

第
２
弾
の
換
金
額
が
１
億
５

千
７
９
５
万
４
千
円
で
、
使

用
率
99
・
04
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
３

弾
の
換
金
額
は
２
億
９
千
５
８
５

付託された認定審査5件について、慎重に審査した結果、財政面においては、全庁を挙げて財源確保
に努め、財政の健全化に取り組んだ結果により、特に将来負担比率が「ゼロ」という水準に達したこと
は大いに評価すべきものである。引き続き、財政運営に努めていただき、今後予定している主要事業や
財政費用の増大を考慮しながら今後の予算編成及び予算執行などに反映されるよう望み、全てを原案
どおり認定しました。

決　　算 特別委員会 9月15・16・20日　
午前10時から

委 員 長：奥秋　　保　　副委員長：小俣　哲夫
委　　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、藤本　明久、藤江　喜美子、小澤　　眞、山本　美正、　
　　　　　日向　美徳、小林　健太、志村　武彦、山口　一裕

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）
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令和3年度 都留市下水道事業会計決算認定の件

令和3年度 都留市病院事業会計決算認定の件
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議 会 日 誌
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期総会（書面会議）
山梨県高齢者医療医療広域連合臨時会
議会運営委員会　全員協議会 7月臨時会
議会だより編集委員会
大月都留広域事務組合議会　7月定例会
水道運営委員会　下水道運営委員会
愛媛県西予市議会総務常任委員会行政視察

リニア中央新幹線建設促進山梨県期成同
盟会総会
山梨県市議会議長会　議長・事務局長会議
山梨県高速道路整備促進期成同盟会
国民健康保険運営協議会（書面会議）
ＩＣＴ化小委員会
第90回都留市町別野球大会開会式
富士・東部広域環境事務組合　議員全員
協議会・定例会

19日（金）
23日（火）
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31日（水）
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  7日（水）
12日（月）
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14日（水）
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  3日（水）

  4日（木）
  5日（金）
  7日（日）
19日（金）

ふるさと時代祭り臨時総会
都留文科大学との意見交換会
民生委員推薦会
議会運営委員会　全員協議会
9月定例会開会

第90回都留市町別野球大会閉会式
ＩＣＴ化小委員会
代表質問
一般質問
総務産業建設常任委員会
社会厚生常任委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
議会運営委員会　全員協議会　9月定例
会閉会　議会改革特別委員会　
富士山火山噴火対策砂防事業促進期成同
盟会第2回総会（書面会議）

7 月

8 月

9 月

（R4.7月～9月）各会議等における議員の欠席日数状況報告
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本 　 会 　 議

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員 協 議 会

議 員 研 修

○都留市議会と都留文科大学との意見交換会

議会・委員会 活 動 報 告

■８月２３日　都留市議会と都留文科大学との意見交換会を開催しました
　都留文科大学の法人理事長、大学学長、副学長等の出席を得て、３年ぶりの意見交換会を開催しました。意見交
換会では、「本学の現状等について」と題し、都留文科大学の現在と将来展望について、学部・学科改編について、施
設整備の状況についてなどの説明を受け、その後、活発な質疑応答が取り交わされました。

（質疑の内容）
複合型居住プロジェクト大学関連施設について、IB 資格の取得について、全国的な教職員不足と進路指導について、今後の
施設改修について、都留文科大学附属小学校との連携について、留学先について、大学の無償化について、少子化と学校
運営についてなどの質議が交わされました。

○タブレット端末操作研修会

■10月７日　タブレット端末操作研修会を開催しました
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　都留市議会では、令和２年１月より議会改革特別員会内にICT化小委員会を設置し、議会のICT化について、13回
の会議を重ね、会議資料のペーパーレス化はもとより、コロナを含む災害時におけるタブレットの有効性や議員活動
での効果などについて、熟議を重ねてきました。
　12月定例会からの紙ベースの資料との併用稼働実施に向け、16名の議員が同じように議場や委員会で「ペーパー
レス会議システム」を使用できるように、操作研修会を開催しました。
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12月定例会日程（予定）

　　●開　　会  11月30日（水）
　　●代表質問  12月12日（月）
　　●一般質問  12月13日（火）
　　●閉　　会  12月16日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●11月25日（金）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。
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未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　私は現在デンマークに留学をしています。その中
で都留市の魅力を改めて感じます。
　美しい自然に囲まれていること、人と人の心の距
離が良い意味で近いことなどから、多くの幸福を得
られます。そしてゆったりと生きることができます。
生きるスピードがゆっくりであるデンマークと似た
ところを感じます。
　都留市には、このゆったりで自然との調和を強
みとしつつ、経済発展で若者が集まる活気を生み
出していく体制を創ることを望みます。

これからの都留市に望むこと

都留文科大学　
文学部国際教育学科　３年

米野　翼さん

都留文科大学　
文学部英文学科　４年

峯岸　実咲さん

　未だ終わりの見えないコロナ禍が続く現在です
が、いつの時代も少しでも生きやすい環境を求め
て期待を寄せる先が政治だと思っています。
　しかし、市民の声を反映させるための議会制度
や政治そのものへの信頼が揺らぐような出来事や
瞬間が多くあるのも事実です。
　そうした中で、不安や不信感を抱き、声を上げる
ことをあきらめずに、選挙権の行使などを通して少
しでも自分の意見を表明し続けていきたいと思い
ます。

選挙権や議会制度について感じていること

　
秋
も
深
ま
り
見
事
な
紅
葉
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
に
は
ミ
ラ
イ
桂
川
が
主
催

す
る
蒼
竜
峡
の
清
掃
が
行
わ
れ
、
桂
川

で
釣
り
を
行
っ
て
い
る
多
く
の
県
内
外

の
釣
り
人
が
参

加
す
る
中
、
私

共
も
有
志
で
参

加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
大
雨
の

影
響
で
「
ゴ
ミ

は
少
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た

が
、
ト
ラ
ッ
ク

１
台
分
の
ゴ
ミ

が
短
時
間
で
集

ま
り
、
そ
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
「
桂
川
を

き
れ
い
な
川
に
し
よ
う
」
と
す
る
思
い

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
で
は
例
年
、
議
会
報
告

会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
今
年
も

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
本
年
は
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
で
は
議
会
改
革
特
別
委

員
会
I
C
T
化
小
委
員
会
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
13
回
の
会
議
を

開
催
し
、
調
査
研
究
を
重
ね
導
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
12
月
定
例
会
よ
り
使
用
す
る

予
定
で
す
が
、
今
後
災
害
時
に
も
活
か

せ
る
よ
う
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
に
議
会

を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
議
会
傍
聴
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
傍
聴

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
議
員
一
同

も
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
つ
よ
う
日
々
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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